
世代間格差と福祉制度と財政赤字

■ 社会を取り巻く財政環境
● 日本の“借金”右肩上がり
● 医療、介護、年金費用の増加
● 子育て、教育、雇用、の費用を増やしたい

■ 世代間格差と不公平感
● 社会保障：給付と負担の格差拡大
● 高齢者の多くは資産を持っている
● 日本の“借金”と高齢者の金融資産は同額

【提言】
社会にシニアの資産を循環させるには？

◆税制で借金大国日本を救え！

◆社会に活かせ、シニアパワー！

財務省データより作成

国＋地方
＝８１６兆円

●日本の“借金”…右肩上がり

国民一人当たり
６４０万円

国と地方の長期債務残高
兆円

雇用創出という
見方もできる

今

２０２５年までに
医療・介護で
約４０兆円増加

2025

医療

介護他

年金

http://www.mof.go.jp/jouhou/syukei/sy014/sy014q1.htm出典： 財務省ホームページ資料

負担論ばかり
先行するのは
要注意

●医療、介護、年金費用の増加

「２０３０ビジョン」プロジェクト プレゼン資料

Ｐ１

日本に明るい未来を！

“２０３０ビジョン“プロジェクト

人口減少・低ｴﾈﾙｷﾞｰ社会でも

皆が希望を持てる

幸せで持続可能な国

・多くの国民が将来への不安を感じています。
その大きな要因である財政赤字と福祉制度、
そして若者が感じている不公平感、将来への
ツケ回し・・・これらをマトメて解決する方法を
考えてみたいと思います。

利払い
９．５兆円
（一年間）

・日本の借金はどんどん増えています。
国民一人当たり ６４０万円は、夕張市が破綻
した時点の４６０万円／人より多い。
⇒国家財政の健全化をもっと真剣に考えるべき
ですが、感覚がマヒしつつあります。

・ＧＤＰ比率は１７０％で先進国で最悪です。
政府保有の金融資産を除いた「純債務残高」
でみれば問題ないという意見もありましたが、
今はイタリア並の１００％に近付きつつあり、
早急な改善が必要です。

・利払いに９．５兆円を充てるというのは、
どう考えてもムダな支出です。
⇒普通の家庭だったら、まず支出を切り詰めて
借金を返します。
まったく同様に国も借金を減らすべきです。

・高齢化の進展に伴って、医療・介護費用が
どんどん増えていきます。

利
用
割
合

金
額

65~69 85~70~74 75~79 80~84
年齢

・この場合に、全てを国が負担するのではなく、
個人負担の割合を増やすという考え方もあり
ます。また施設・システムに頼るのではなく
相互に支え合うという考え方も必要です。

⇒新たな産業・雇用創出とも言えます。



家族費用も
１０兆円程度
は追加したい

日本
２００８

４兆円 ＋
１
０
兆
円

欧州並み

●子育て、教育、雇用、の費用を増やしたい

出典：厚生労働省平成２１年度 少子化白書
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・年金受給額／負担額の倍率が
７０歳＝６．５倍 ⇒ ２０歳＝２．３倍に

・若い世代ほど負担が重くなる！

２０１０年の年齢

●社会保障：給付と負担の格差拡大

・日本の家族関係支出は先進国でも
最低レベルです。
（アメリカも低いですが、国とは別に
ＮＰＯ、ＮＧＯ、宗教団体等の支援があります）

⇒オランダ、フランス並みとするには、
１０兆円レベルの追加費用が必要です。

・雇用対策費、教育費、いずれをとっても、
日本は低水準であり、増額が必要です。

・費用対効果で考える話ではありませんが、
道路のＢ ｂｙ Ｃ（Ｂｅｎｅｆｉｔ ÷ Ｃｏｓt）よりも
子どもや人に投資するほうがはるかに
経済の発展に繋がります。

・社会保障の世代間格差が、若者の年金
への信頼感を奪っています。

・２００５年に示された“９４００万円の格差”
という資料が根強い不信の元となりました。

・将来的には、税方式に段階的に移行する
ことで、格差の是正は可能です。

★倍率よりも、互いにどれだけ助け合えるか

⇒ “損得“より”納得”が大切です。

６０代以上では、

実物資産
≒４０００万

金融資産
≒２０００万

資産家のシニアは
２０～３０代を
支援して欲しい

●高齢者の多くは資産を持っている

７０代～２０代 ３０代 ６０代

万円

5,556
5,961

・６０代以上の金融資産 ≒ ２０００万円
実物資産（住宅・宅地等）≒ ４０００万円

資産合計≒ ６０００万円

また金融資産が４０００万円以上の世帯が

６５歳以上の世帯の１８％います。

・全部が裕福なわけではなく、年金・恩給だけ
で慎ましく暮らしている世帯が６割います。
老後が心配で懸命に蓄える人も多くいます。

・いっぽうで、旅行づくし、美食、趣味と
毎日、優雅に暮らしている人たちもいます。

２０～３０代の生活環境を知って、
もっと支援して欲しいと思います

世代間格差と福祉制度と財政赤字
Ｐ２

⇒少子高齢化社会では
インフラよりも「ヒト」に投資すべきです。

２００５年

「公的年金の
世代間格差」
厚生労働省資料

厚生労働省２００９年「公的年金の財政検証」より作成

２００４年総務省統計局 「全国消費実態調査」から作成

アメリカ イタリア ドイツ イギリス フランス ｽｳｪｰﾃﾞﾝ



◆税制で借金大国日本を救え！

⇒不公平税制の是正
・クロヨン是正

⇒投機マネー課税

⇒納税モラルの回復

⇒物品税の導入 ・・・高額消費者から還流

→社会企業家に投資

⇒持続可能社会税 →環境対応

・正直者が報われる税制を！

⇒固定資産累進制の導入

・資産家から税金を、努力家に投資を！

・・・固定資産が多く、
所得、金融資産も多い人は、多くの税を
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◆社会に活かせ、シニアパワー！

シニアパワーはカネだけではない。

⇒知恵、人脈、技術、情報、・・・

若者とシニアの Win-Win 関係構築

若者にカネを、シニアに愛を

夢の実現

経済的な支援
知恵の継承

やる気を刺激

子育て支援

自己実現
相互信頼

人からの感謝

ボケ防止

生活支援

協生

公的債務 個人金融資産

８１６兆

１５００兆

９００兆

６０歳
以上

公的債務 ８１６兆円

金融資産１５００兆円

実
物
資
産

赤字を減らすように
協力してもらいたい

実物資産も多い

年間１０兆円も
利払いするのはムダです

●日本の“借金”と高齢者の金融資産は同額

６０歳以上の金融資産
９００兆円

９００兆

６０歳
以上

・日本の個人金融資産１５００兆円のうち、
９００兆円を６０歳以上の人が所有しています。
⇒公的債務とほぼ同額です

・シニア世代は高度成長期を支えてきた方々
で感謝していますが、同時に赤字を積み増
して、次世代にツケ回しもしてきました。

・実物資産の保有も多いですから、資産に余裕
のある人たちには、累積赤字を減らすように
協力をお願いしたいです。

シニア世代は、
将来世代が安心して暮らせる
持続可能な社会を残して頂きたい

・シニアはお金だけでなく、

知恵や人脈といった資産を持っています。

⇒お金以外の無形資産も循環させたい。

・それらがうまく還元する社会の定着には

Win-Win関係の構築が必要です

・地域や家庭で、

また、社会・経済活動の中でも

世代を越えたWin-Win関係は築いていけます。

★納税することで社会がうまく回るという
認識に皆が変わりたいと思います。

・資産家の、社会的資本になっておらず消費
にも向かっていない金融資産を、納税に回す
ことで国債を償却したいと考えます。

・持続可能社会税を新設し、
環境対策、社会企業家・NPO等に還流します。

★“北風”ではなく“太陽”を大切に！

相互に分かり合うことからすべてが始まります。

世代間格差と福祉制度と財政赤字
Ｐ３

※農業などで所得の低い人からはいただきません

・固定資産が多く、かつ所得・金融資産が多い
人は、多くの税を納めていただきたい。



協生コミュニティ構築
シニアパワーによる
地域経済の活性化

助け合い環境を形成

人と人の
つながり

知恵と
お金の循環

子育て安心
医療・介護安心

精神的経済的余裕

寄付文化の復活、定着

信頼ファンドの普及、定着

社会貢献＝自己実現＝尊厳を実現

互助・共生・利他

◆社会に活かせ、シニアパワー！

世代を越えた地域のつながり
～お金による契約から
助け合いコミュニティへ～

協生コミュニティ構築

シニアパワーによる地域経済活性化

9地域投資ファンド

9シルバー資本の地域活性化

9老人による就労支援

9老人起業コーディネーター

9ビジネスコンテスト

9グループホーム

9小学校と老人ホームを併設

9ジム・リハビリセンターの活用

9介助による家賃補助

9介護ナニー制度

9フォスターグランドペアレント

世代間格差と福祉制度と財政赤字

社会にシニアの資産を循環させるには？

◆ 税制で借金大国日本を救え！

◆ 社会に活かせ、シニアパワー！

明日からでもできますよ！

皆でやりませんか？

世代間の相互の理解

・税金など公共の制度にせよ、
民間の活動にせよ、

相互の理解があってこそ、世代間の
違いを共助のサイクルに生かせます。

・お互いに協力して生活するコミュニティが
できると、シニアに余裕が生まれ、
様々な社会的、経済的活動への投資が
可能になります。

・多様な人が関わって経済活動が活発に
なってくると、自然と人と人のつながりが
でき、そこにより豊かなコミュニティが
育まれます。

・これらの活動の原動力は、
経済的価値に加え、助け合い、
人のつながりといったウェットな関係、
社会貢献、自己実現という
お金に代えられない価値です。

生存欲求

自己
実現

安全欲求

所属欲求

承認欲求

マズロー
５段階欲求

・協生コミュニティにおける“つながり”を通して
人びとは、所属欲求・承認欲求、さらには
自己実現欲求を満たすことができ、真に
社会的な満足感を得ることができます。

相互理解、協生コミュニティ、将来の国のありようにご興味のある方は下記までご連絡ください。

事務局 中山 ０９０－９６８０－０１５２

URL:  http://www.2030vision.jp
2030vision-owner@yahoogroups.jp

「２０３０ ビジョン」プロジェクト プレゼン資料
Ｐ４

・皆さんもご一緒に考え、
動いて頂きたく思います。
壁があるなら、
私たち2030ビジョンのように、
楽な場に出てみてください。
気があった人でいいから、
違う世代の人と話してみてください。

目先のことからでもいい。
明日からでもできること、
やってみましょう！


